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可児郷土歴史館

可児郷土歴史館と財 INll法人景蔵資料

館共催により、平成 6年度特別展とし

て故荒川豊蔵の生誕100年 を記念する

展示会を開催いたします。

荒川豊蔵は、国の重要無形文化財技

術保持者 (志野・瀬戸黒)であった、

その生涯の多くを大萱で作陶に費し、

沢山の名品を世に送 り出しました。

昭和46年、77歳で文化勲章を受章さ

れた氏の業績は、財団法人豊蔵資料館

において紹介され、可児・多治見両市

の名誉市民として顕彰されています。

この展示会を通 じて、氏の業績を市

民の皆様にも広 く紹介し、深 く味わっ

ていただければ幸いに存じます。

作陶風景 (昭和31年 )

「荒ノIl豊蔵
生誕 100年記念 展」

平成6年10月 7日 lel～11月 27日 (日 )

会 場  可児郷土歴史館「作品と収集品」
展示解説と映画会 10月 16日 (日)。 ll月 23日鯛 午後 l時30分から

会 場  帥 豊蔵資料館「作品と交友関係」

* 各会場の体館日と時間等にこ注意下さい。(Zl頁参照)

-1-



― ―
XX―

―

*X*―                         
―

『志野茶碗』銘「耶登能烏梅」 口召和51年作

豊蔵82歳、晩年の作であるが、美 しい姿の中に力強さ

も衰えていない。銘は万葉集の山上憶良の歌からとって

いる。

可児市久々利 16441(容 64-0211)

『瀬戸黒茶碗』銘「みやび」 昭和40年作

「雪月花」の文字は、秩父宮妃殿下御染筆によるもので

ある。

膨冬莉量はR蝙 餃鰈
「作 品 と収 集 品」

普段豊蔵資料館において公開されないものや、氏の作品の枠を紹介すると

ともに、収集された貴重な資料も展示いたします。
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「作品 と交友関係」
水月窯で焼かれた豊蔵の代表的な作品を紹介するとともに、五_窯歴遊にお

いて得られた作品や交友関係者の作品も展示いたします。

可児市久々利352(864-1461)

額絵『赤絵の鉢』前田青車F筆
中国陶磁の赤絵の鉢をモチーフにした作謂i

(前田青t6)日 本画家、明治18～昭和52年

岐阜県生、昭和30年文化勲章受章

『奥村土牛・淡墨桜スケッチの図』豊蔵筆

昭和41年、日本画家の奥村土+と 共に根尾ヘスケッチに行っ

た際、スケッチしている土牛を描いたもの

(奥本111+)明 治22～ 平成 2年、東京生
昭和37年文化勲章受章

平櫛 田中書  李 自の五言絶句 「静夜思」の後半の句
味 頭望山月J「低頂′思故郷」

(平櫛出中)木彫家、明治 5～昭和54年、岡山県4L
昭和37年文化勲卓受卓
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『粉吹笹の絵茶碗』 日研口31年作

日本画家川合工堂が絵付をし、水月窯にて製作した作品

(川合玉堂)明治6～昭和32年、愛知県4L

昭和15年文化勲章受章
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両館の主な展示品 じ期載したものの他、

可児郷土歴史館

主な展示品は以下のとおりです)

闘豊蔵資料館

口口 名 年 代 等 ［
田 名 作 者 等

豊
蔵
作
品

志野茶碗 銘 鴨 縁J 昭和36年イil

豊
蔵
作
品

色絵十便の内 樵lF_Pq方 飾皿 水月窯にて

志野茶碗 銘「秋風J 昭和36年イ乍 染付十官の内 宜晩四方飾田 昭和52年、水月窯にて

瀬戸黒金彩木葉文茶碗 昭和40年イ乍 雲錦手llN 昭和30年、水月窯にて

瀬戸黒茶碗 銘「花の本」 紅白梅絵茶碗 水月窯にて

黄瀬戸三脚 大鉢 粉吹茶碗 水月窯にて

黄瀬戸水指 昭和30年イ乍 赤絵人物図皿 昭和26年頃、水月窯にて

鼠志野角切鉢 昭和18年イ乍
五
窯
歴
遊
作
品

萩茶碗 萩・深川坂倉窯にて

美濃唐津IIL 5客 丹波推卜花入 り1渋 ,西端末晴窯にて

月照陶片歓触の図 萩筒水指 萩・i架川坂倉窯にて

唐津浜松図 信楽茶碗 信楽・高橋楽斉窯にて

心意図 膚津壷 唐津・西同小十窯にて

収
集
品

美濃唐津茶碗 16C末 備前花人 ll前
,金重陶陽窯にて

志野筒茶碗 16C末～17C初

交
友
関
係
作
品

瀬戸黒茶碗 銘「女日々 コ 平櫛口1中筆

瀬戸黒茶碗 16C末 瀬戸黒梅の絵茶碗 前田青郵筆

織部長角透 し|「1付 5客 17C初 志野梅の絵茶碗 奥村土牛筆

織部瓢箪唐草文手付鉢 17C初 松の絵八寸飾皿 奥村± 1・筆

鳴1毎織部皿 17C初 志野茶碗 坂本繁二郎筆

古瀬戸牡り1唐草文瓶子 14C後半 志野茶碗 熊谷守一筆

伊賀筒水指 17C初 黄瀬戸大鉢 北大路魯山人作

備前櫛目文帝 17C 志野酒盃 金重陶陽作

唐津透 し鉢 17C 黄瀬戸洒盃 金重陶陽作

ペルシャ青釉碗 種子島花瓶 小山冨士夫作

呉須赤絵卓花文大鉢 中に1明時代 瀬戸黒茶碗 川合玉
`■

筆

餅花手藍地草花文大皿 卜国 明時ft 粉吹茶碗 島田菊偲老師筆

狛大 一月 室町時代 三輪体和書「如是」

信楽壷 佐藤朝山書「良寛の詩」

丹波壺 鯛の図 熊谷守一筆

漆盆 寄せ五枚 素描「水車小屋」 前田青tb筆

龍頭観占立像 円空作 素描「仕事場の風景」 前田青t「筆

木彫天 了像
/

菅公図 fttl三ネ単自市筆

春屋宗園書: 赤壁図詩 六曲一双 池大雅筆

*こ の他にも20数点の陳列を予定していますが、都合により、一部変更する場合もあります。

内案用

土岐→

働豊蔵資料館

可児郷土歴史館

休 館 日 月曜日と祝日の翌日
開館時間 午前 9時～午後 4時 30分
入 館 料 大人300円、小人70円

財豊蔵資料館

休 館 日 月・火・水・木曜 日 (祝 日を除 く)
開館時間 午前10時～午後 4時 (10月 )

入 館 料 無料  
～午後 3時30分 (11月 )
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